
　富岳館高校の生徒さんが、ジェンダー平等（SDGs項目５）や
市議会員補欠選挙で２人の女性議員が新たに誕生したことを踏
まえ、女性のさらなる社会進出をテーマに、富士宮市議会の女性
議員を取材してくれました。
　高校生から女性議員はどのように見えたのでしょうか。

議員と女性

一人ひとりの人権を大切に

変わっていく意識

佐野 心羽（さの もとは）さん
《富岳館高校》

酒井 萌衣（さかい めい）さん
《富岳館高校》

近藤 千鶴 議員

若林 志津子 議員 取材後の記念撮影
（写真撮影時のみマスクを外しています）取材前のアイスブレイク

船山 惠子 議員

臼井 由紀子 議員

Ｑ 議員になろうと思った理由を教えてください。
Ａ 【若林】女性議員が１人もいなかったことと、直接市に意見や
要望を言いたかったからです。

Ｑ 議員の仕事は大変ですか？
Ａ 【近藤】議員の言葉には重みがあります。そこに責任を感じ
ます。

Ｑ 男性と女性の間で差を感じますか？
Ａ 【臼井】若い世代の方ほど、男性、女性の固定概念が薄れてきて
いる気がします。私たち議員は、その先駆けとなっていきたい
と思っています。

Ｑ ジェンダーレス社会（SDGｓ項目５）が必要であると思う理由
を教えてください。

Ａ 【若林】今は、一人一人の人権を尊重することが大事だと思いま
す。そこに男女は関係ありません。みんな、一人一人が、自分は
自分として堂々と発言し、主張することが望ましいと思います
し、社会全体がそういう意識になっていってほしいです。

Ａ 【船山】個人を大切にできる社会がよい社会だと思います。尊重
や認め合いの精神が大切だと思います。

Ｑ 多様な人材が議員になっていくために、何が必要であると考え
ていますか？

Ａ 【近藤】どんな人でも立候補しやすい環境作りが必要だと思います。また、皆さんには政治に関心を向けてい
ただき、投票に行っていただくことが大切だと思います。

【若林】女性自身が男女同権を主張し、実践することが大切である
と思います。また、その主張と実践を、どんな女性もどんな場（どん
な立場）でも行うことが、社会の意識を変えることにつながると思
います。その積み重ねにより、少しずつ意識が変わり、女性の意見
に応えてくれる社会になっていけばと思います。

【臼井】若い世代の方は、自然にジェンダーレスになってきている
と思います。地元の地区でも女性役員が生まれてきています。そう
いった積み重ねが行く行くは、議会にも反映していくと思います
ので、一気には変わりませんが、少しずつ変わっていくように思い
ます。

【佐野心羽さん】生徒会役員として、議員のように皆のためにでき
ることを積極的にしていきたいと思いました。
【酒井萌衣さん】視野を広く持つことの大切さがわかりました。選
挙権を持った時、積極的に参加していきたいと思います。また、こ
れからは議会だよりにも注目していきたいと思います。

取材者（富岳館高校生徒さん）感想

Ｑ 家庭と議員の両立は大変ですか？
Ａ 【船山】私の場合は、子育てが終わってから議員になりました。
今は健康寿命が長いので、子育てが終わった年齢でも、まだま
だ頑張れると思っています。

Ｑ 過去と比べて、社会的に変わったことはありますか？
Ａ 【近藤】LGBTQIAや性に関する社会的議論が表面化してきてい
ると思います。また、固定化された男女間の役割分担の認識が
少しずつ変わってきているとも感じます。

Ｑ 女性議員だからこそ、実現しやすかったことはありますか？
Ａ 【若林】不妊治療や不育症への補助拡大。安定ヨウ素材の備蓄な
どです。予算的に大きな政策も大事ですが、生活に身近な課題
を提起することができたと思います。

女性活躍の推進
“個人”を尊重できる社会へ

4 笑顔のために　No.424

【特集】高校生　×　女性議員


